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付録B︓国内外の政策・制度との関係整理 
 本付録に記載した政策・施策に関する情報は、2025 年 12 ⽉時点で公表されている政府資料および⼀般に⼊⼿
可能な情報に基づき整理したものである。 

 本付録は、AI と通信の融合がもたらす構造変化を起点として本ホワイトペーパーで整理してきた論点が、国内
外の政策・制度においてどのような前提条件と接続しているかを⽰すための参照整理である。ここで扱う政策・
施策は、その内容や優劣を評価・⽐較することを⽬的とするものではなく、AI が判断主体として関与する社会基
盤を成⽴させる上で、どのような構造上の課題や設計前提がすでに政策レベルで意識され始めているかを俯瞰す
るためのものである。 

 本ホワイトペーパーでは、AI ネイティブ化によって、判断の所在、判断根拠の分散、実⾏基盤の制約、評価・
検証の前提崩壊といった問題が、個別技術の成熟度とは独⽴に構造的に顕在化することを⽰してきた。付録 B で
は、こうした問題意識が、AI 政策、通信政策、計算資源・クラウド施策、⾏政基盤整備、標準化や国際連携とい
った複数の政策領域において、どのような形で前提条件や論点として現れているかを整理する。 

 特に、多くの政策が、AI モデルやアプリケーション単体の⾼度化ではなく、AI が動作し続けるための通信ネッ
トワーク、計算資源、電⼒、運⽤ルール、責任分界といった基盤条件を同時に扱い始めている点がある。このこ
とは、AI が社会基盤の判断に関与する環境では、設計・検証・運⽤を分離して考える従来の枠組みが成⽴しにく
くなっているという、本ホワイトペーパーの問題設定と強く整合している。 

 以下では、内閣府、総務省、経済産業省、デジタル庁をはじめとする国内政策、および国際的な標準化・連携
枠組みについて、本ホワイトペーパーの各章で整理した論点との対応関係を中⼼に整理する。これにより、AI と
通信の融合が単なる技術進化ではなく、制度・基盤・検証の前提を含めた社会的設計課題であることを、政策と
の関係から補⾜的に⽰す。 

B.1 AIを社会基盤として捉える政策⾯の潮流 

B.1.1 なぜ今、AIインフラが政策課題となっているのか 

 近年、AI は単独の技術やアプリケーションとしてではなく、通信ネットワーク、計算資源、データセンター、
電⼒・エネルギーといった基盤要素と⼀体となって社会の中に組み込まれつつある。AI の判断や推論がリアルタ
イムに近い形で社会基盤の制御や運⽤に関与するようになるにつれ、AI の性能そのものだけでなく、それを⽀え
るインフラ全体の信頼性、持続可能性、レジリエンスが政策課題として顕在化している。 

 この変化は、AI の社会実装が進むほど、個別企業の投資判断や技術選択を超えた社会的課題として扱われる必
要が⽣じることを意味している。すなわち、AI は「使う技術」から「社会を⽀える前提条件」として位置づけ直
されつつある。 

B.1.2 AI・通信・計算資源を横断する政策論点 

 AI を社会基盤として捉える政策においては、通信ネットワークと計算資源を切り分けて検討することが難しく
なっている。AI の推論や学習は、通信帯域や遅延、クラウドやエッジの計算資源、さらには電⼒・冷却といった
制約条件と密接に結びついており、これらを横断した設計・運⽤が前提となる。 

 この結果、政策的には以下のような論点が共通して現れていると考えられる。 

• AI処理と通信処理を含めた実⾏基盤全体の信頼性確保 

• 計算資源の集中と分散のバランス 

• 脱炭素・エネルギー制約を前提とした基盤設計 

• AI の判断が社会に与える影響と責任の所在 
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 これらは、本ホワイトペーパー第 1 章で整理した構造変化や、第 4 章・第 5 章で議論した評価・検証・責任の
問題と直接的に接続する論点である。 

B.2 ⽇本における AI・通信融合政策の整理 

B.2.1 ⼈⼯知能基本計画に⾒る⽇本の基本スタンス 

 国内においては、内閣府を中⼼に「世界で最も AI を開発・活⽤しやすい国」を⽬指した政策検討が進められて
いる。令和 7 年 12 ⽉ 23⽇に閣議決定された「⼈⼯知能基本計画」および関連指針では、AI モデルやアプリケー
ションの⾼度化と並⾏して、それらを⽀えるインフラの整備・強化が明確に位置づけられている。 

特に、データセンター、通信ネットワーク、計算資源、電⼒といった AI インフラが、AI の社会実装を⽀える前提
条件として整理されている点に特徴がある。これは、AI を単なる技術⾰新の対象ではなく、社会基盤としてとら
える姿勢を反映したものと考えられる。 

B.2.2 Beyond 5G/6G戦略と AIネイティブ基盤 

 ⽇本の Beyond 5G/6G戦略は、通信速度や容量の向上といった性能指標の⾼度化にとどまらず、AI が判断に関
与するネットワークを社会基盤として成⽴させるための条件整備を重視している。地上系通信、衛星通信、光ネ
ットワークなどを柔軟に組み合わせ、アプリケーションや社会の要請に応じて機能を提供するオープンなプラッ
トフォームとしての性質が強調されている。 

 このような戦略は、特定の実装⽅式や事業者の優位性を競うものではなく、AI ネイティブな社会基盤が⻑期的
に機能し続けるための設計・検証・運⽤条件を整備することに主眼を置いている点で特徴的である。 

B.2.3 ⽇本政策の特徴整理 

上記を踏まえると、⽇本における AI・通信融合政策は、以下のような特徴を持つと整理できる。 

• 特定の AI モデルや巨⼤プラットフォームの競争優位を直接は追求しない 

• 検証・運⽤・責任を含めた前提条件の整備を重視 

• 産学官連携を前提とした合意形成型のアプローチ 

これらの特徴は、本ホワイトペーパー第 5章で提⽰した検証連携基盤構想と整合していると⾔える。 

B.3 海外主要国・地域におけるアプローチ⽐較 

B.3.1 ⽶国 

 ⽶国では、⺠間主導の研究開発⼒と計算資源の確保を基盤に、AI と通信の融合が急速に進展している。産学官
連携によるエコシステム形成が進む⼀⽅で、制度やガバナンスは⽐較的後追いで整理される傾向がある。 

B.3.2 欧州（EU） 

 EU は、AI Act に代表されるように、制度・ガバナンスを軸としたアプローチを採⽤している。信頼性、⼈間中
⼼性、説明可能性を重視し、標準化や法制度を通じて AI の社会実装を進める点に特徴がある。 

B.3.3 中国 

 中国は、「AI プラス」⾏動の下、明確な時間軸と段階⽬標を設定し、国家が主導的な役割を担いながら AI を社
会全体に統合する戦略を展開している。実装の速度と規模が⼤きい点が特徴である。 

B.3.4 その他地域 

 韓国、インド、シンガポールなどでは、実証主導型の取り組みや都市・⾏政 DX と連動した AI・通信融合が進
められており、⽇本との協⼒関係や補完関係も重要な論点となっている。 
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B.4 政策・施策と本ホワイトペーパー本⽂論点の対応整理 

 本節では、前節までに整理した国内外の AI・通信関連政策・施策について、本ホワイトペーパー本⽂の各章で
扱っている論点との対応関係を整理する。 

 ここで⽰す表（表 B-1〜B-5）は、政策や制度の内容を詳細に解説したり、その妥当性を評価したりすることを
⽬的とするものではない。あくまで、本ホワイトペーパーが提⽰する問題設定や構造上の論点が、どの政策的・
制度的背景と接続しているのかを俯瞰的に把握するための参照資料として位置づけられる。 

 本ホワイトペーパーでは、AI と通信の融合を単なる技術⾼度化としてではなく、判断主体の移動、設計・評価
前提の変化、責任分界の再編といった構造変化として捉えている。表 B-1〜B-5 では、こうした構造上の問題意識
が、内閣府、総務省、経済産業省、デジタル庁などの政策・施策において、どのような形で前提条件として現れ
ているかを整理している。 

 また、本節に⽰す対応関係は、政策と本⽂の間に⼀対⼀の対応や因果関係が存在することを⽰すものではない。
同⼀の政策が複数章の論点と関係する場合や、逆に⼀つの論点が複数の政策⾯の背景と接続する場合も多い。こ
うした重なりや交差そのものが、AI を社会基盤として扱う際の複雑性を⽰しているといえる。 

 本ホワイトペーパーを読むにあたって、本節の表を通じて、本⽂中で提⽰されている技術・構造上の議論が、
どのような政策⽂脈の中で議論され得るのかを確認しつつ、関⼼のある政策や制度から本⽂の該当章へと参照を
⾏うための「索引」として活⽤されることを期待する。 

 

表 B-1 内閣府（AI政策・科学技術政策・安全保障） 
本表は、内閣府が所管する AI 政策、科学技術政策および安全保障関連施策について、本ホワイトペーパー本⽂各章で整理した「AI が

判断主体として関与する社会基盤」に関する論点との対応関係を整理したものである。 

政策・施策名 主な内容 本ホワイトペーパーとの関係 

⼈⼯知能基本計画 

AI モデル・サービス創出、AI for 

Science、AIインフラ（DC・NW・電

⼒）の強化 

AI を社会基盤として成⽴させるために、通信・計算資源・電

⼒を含む実⾏基盤全体を前提条件として捉える必要性と整合

（第 1章・第 3章・第 4章・第 5章） 

⼈⼯知能関連技術の研究

開発及び活⽤の適正性確

保に関する指針 

信頼できる AI、社会実装における説

明責任・透明性 

判断主体の移動によって⽣じる説明可能性・責任分界の未定

義性という問題設定と接続（第 1章・第 2章・第 3章） 

科学技術・イノベーショ

ン基本計画 

ICT・AIを含む研究基盤整備、⼈材育

成 

単独技術評価ではなく、複数主体が関与する検証基盤の必要

性という論点と対応（第 1章・第 4章・第 5章） 

経済安全保障推進法 
重要インフラ、計算資源、先端技術

の安定確保 

AI 判断が依存する計算資源・基盤の持続性と責任を扱う論点

と接続（第 4章・第 5章） 

 

表 B-2 総務省（通信・ネットワーク・基盤） 
本表は、総務省が所管する通信・ネットワーク・基盤関連施策について、AI ネイティブ化によって⽣じる設計・評価・運⽤の前提条

件の変化という観点から、本ホワイトペーパー本⽂各章との対応を整理したものである。 

政策・施策名 主な内容 本ホワイトペーパーとの関係 

Beyond 5G / 6G推進戦略 AI と融合した次世代通信、⾃律ネッ

トワーク 

AI が判断主体として通信制御に関与する構造変化の技術上の

背景（第 1章・第 2章・第 3章・第 5章） 
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ICT重点技術戦略 AI・ネットワーク・クラウド横断技

術 

単独評価が成⽴しない理由を⽅法論の背景を裏付ける（第 1

章・第 4章） 

クラウド/データセンター

基盤強化施策 

通信・電⼒・DCの⼀体整備 判断が成⽴する前提条件としての実⾏基盤という視点（第 4

章） 

地⽅分散型データセンタ

ー促進施策 

地⽅⽴地、レジリエンス向上 運⽤・制約条件が動的に変化する環境を前提とした設計論

（第 4章） 

テストベッド・実証環境

整備事業 

Beyond 5G/6G、AI×NW実証 技術検証から相互検証プロセスへの転換点としての位置づけ

（第 3章・第 5章） 

 

表 B-3 経済産業省（産業・クラウド・計算資源） 

本表は、経済産業省が所管する産業政策、クラウドおよび計算資源関連施策について、AI が判断に関与するネットワークを⽀える実

⾏・資源基盤の条件という観点から、本ホワイトペーパー本⽂との関係を整理したものである。 

政策・施策名 主な内容 本ホワイトペーパーとの関係 

AI・半導体戦略 AI計算基盤・ 

半導体供給⼒強化 

AI判断を⽀える計算資源の供給責任という論点（第 4章・第

5章） 

AI計算資源整備 

補助事業 

GPU 等計算資源、DC整備 判断主体としてのAIが常に利⽤可能である前提の危うさを⽰

す現実条件（第 2章・第 4章） 

データセンター整備 

⽀援事業 

DC 新設・⾼度化 拡張性と制約の両⽴という設計課題（第 4章） 

デジタル産業競争⼒強化

施策 

クラウド・AI 産業基盤強化 検証駆動型基盤が競争と共創を同時に成⽴させる条件と接続

（第 4章・第 5章） 

経済安全保障関連産業施

策 

サプライチェーン強靱化 基盤を誰が引き受け続けるのかという持続性の問い（第 4

章） 
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表 B-4 デジタル庁（⾏政基盤） 
本表は、デジタル庁が所管する⾏政基盤・ガバメントクラウド関連施策について、⻑期運⽤、責任分界、信頼性確保といった論点が本

ホワイトペーパー本⽂でどのように扱われているかを整理したものである。 

政策・施策名 主な内容 本ホワイトペーパーとの関係 

ガ バ メントクラウド整

備・運⽤⽅針 

⾏政向けクラウド標準化 ⻑期運⽤・責任分界を前提とした AI基盤設計との整合（第 4

章・第 5章） 

デジタル社会の実現に向

けた重点計画 

⾏政 DX・共通基盤整備 社会基盤としての AI・通信の説明可能性・再現性要求（第 1

章・第 4章） 

⾏政システム標準化⽅針 ⻑期運⽤・責任明確化 AIが判断に関与する場合の制度⾯の条件（第 4章） 

 

表 B-5 研究機関・国際標準化等の横断的枠組み 
本表は、研究機関や国際標準化団体等による横断的な枠組みについて、検証連携基盤の観点から、相互検証や相互運⽤性、標準化前実

装検証といった検証活動が本ホワイトペーパー本⽂との対応関係を整理したものである。 

枠組み 主な内容 本ホワイトペーパーとの関係 

国際標準化団体（3GPP、

ITU 等） 

相互運⽤性、標準化、実装前検証 標準化前段階での相互検証の重要性と接続（第 1 章・第 4

章・第 5章） 

産学官連携コンソーシア

ム 

実証・検証・議論の場 オープンクエスチョンを共有する枠組みとしての相互検証基

盤（第 4章・第 5章） 

 

表 B-6 本付録で参照した主要政策・施策の公開資料⼀覧 

政策・施策名 所管 公開年・版 

（参照時点） 

公式公開情報 

（URI） 

⼈⼯知能基本計画 内閣府 2025 年 12 ⽉ 23

⽇  

閣議決定版 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_plan/ai_plan.html 

⼈⼯知能関連技術の研究

開発及び活⽤の適正性確

保に関する指針 

内閣府 2025 年 12 ⽉ 19

⽇ 

本部決定版 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_guidelin

e.html 

科学技術・イノベーショ

ン基本計画（第 6 期） 

内閣府 2021〜2025 年度

版 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index.html 

経済安全保障推進法 内閣官房・ 

経済産業省 

2022 年施⾏ https://www.cao.go.jp/keizai_anzen_hosho/index.html 

Beyond 5G（6G）に向け

た技術戦略の推進 

総務省 継続更新（参照時

点： 2025 年 12

⽉） 

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/B5G

_sokushin/index.html 
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デジタルインフラ整備計

画 2030 

総務省 2025 年策定 https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-

news/01kiban07_02000077.html 

ICT重点技術の研究開発プ

ロジェクト 

総務省 継続更新（参照時

点： 2025 年 12

⽉） 

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictR-

D/index.html 

クラウド・データセンタ

ー基盤強化施策 

総務省 2023 年度〜 https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/wattbit/in

dex.html 

地⽅分散型データセンタ

ー促進施策 

総務省 2022 年度〜 https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/data

center/index.html 

テストベッド・実証環境

整備事業（Beyond 5G/6G

等） 

総務省・NICT 2020 年度〜 https://www.nict.go.jp/ 

AI ネットワーク社会推進

会議 

AI 利活⽤に関するガイド

ライン 

総務省 2025 年度 https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_netwo

rk/index.html 

AI のセキュリティ確保に

関する技術的対策ガイド

ライン（案） 

総務省 2025 年度 https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-

news/02cyber01_04000001_00337.html 

半導体・デジタル産業戦

略 

経済産業省 2023 年改訂版 https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/

conference/semicon_digital.html 

AI・半導体産業基盤強化

フレーム 

経済産業省 2024 年版 https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/ai_se

miconductor_frame/ai_semiconductor_frame.html 

AI計算資源整備補助事業 

（クラウドプログラム） 

経済産業省 2024 年度〜 https://www.meti.go.jp/policy/economy/economic_sec

urity/cloud/index.html 

データセンター地⽅拠点

整備事業費補助⾦ 

経済産業省 2023 年度〜 https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/kobo/2

023/k230922001.html 

AI 事 業 者 ガイドライン

（第 1.1 版） 

経済産業省 

総務省 

2025 年版 https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_

shakai_jisso/20240419_report.html 

ガ バ メントクラウド整

備・運⽤⽅針 

デジタル庁 2025 年版 https://guide.gcas.cloud.go.jp/general/basic-concept 

デジタル社会の実現に向

けた重点計画 

デジタル庁 2025 年版 https://www.digital.go.jp/policies/priority-policy-

program 

⾏政の進化と⾰新のため

の⽣成 AI の調達・利活⽤

に係るガイドライン 

デジタル庁 2025 年版 https://www.digital.go.jp/news/3579c42d-b11c-4756-

b66e-3d3e35175623 
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AI Act 欧州委員会（EU） 2024 年成⽴ https://digital-

strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-

framework-ai 

国際標準化活動 

（3GPP、ITU 等） 

国際標準化団体 継続更新（参照時

点： 2025 年 12

⽉） 

https://www.3gpp.org / https://www.itu.int 

B.5 ⽇本の⽴ち位置と本ホワイトペーパーとの関係 

B.5.1 なぜ「検証・運⽤・責任」が⽇本の論点となるのか 

 ⽇本における AI 基盤整備は、災害対応や⾏政サービスの継続性、⻑期運⽤を前提とした社会インフラとしての
要請と強く結びついている。ガバメントクラウドや経済安全保障関連施策に⾒られるように、計算資源や通信基
盤は公共性の⾼い対象として扱われている。 

B.5.2 本ホワイトペーパーの問題設定との接続 

 本ホワイトペーパーは、こうした政策⾯の背景を踏まえ、AI が判断主体として関与するネットワークを社会基
盤として成⽴させるための設計・評価・運⽤条件の構造を整理することを⽬的としている。特定の政策や制度を
評価するのではなく、産学官が共通の理解の下で議論と実証を進めるための視点を提⽰する点に特徴がある。 

B.6 付録 Bのまとめ 

 本付録で整理した国内外の政策動向は、AI と通信の融合が単なる技術⾼度化ではなく、社会基盤の設計・検
証・運⽤の前提条件を問い直す段階に⼊っていることを⽰している。本ホワイトペーパーは、これらの動向を踏
まえ、AI ネイティブな社会基盤をどのように設計し、検証し、社会として引き受けていくべきかを議論するため
の基盤的視点を提供するものである。 
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付録C︓AIネイティブネットワークにおける役割別 AIの整理 
本ホワイトペーパーでは、「AI」という⽤語を、単⼀の実装形態やモデルの種類を指すものとしてではなく、社
会基盤の中で果たす役割の違いに着⽬して⽤いている。 

AI ネイティブな通信基盤においては、同じ「AI」という名称であっても、システム内で担う役割や位置づけは⼤
きく異なり得る。このため、本付録では、本稿で扱う AI を役割の観点から三つに分類し、その関係を整理する。 

（1）通信ユーザーとしての AI 

通信ユーザーとしての AI とは、通信・計算・遅延・信頼性といった資源を利⽤する側に位置づけられる AI で
ある。これらの AI は、アプリケーションやサービスの⼀部として動作し、⾃⾝の処理要件や性能要求を、通信
基盤や計算基盤に対する「要求（意図）」として提⽰する。 

具体例 

• クラウド上で提供される⽣成 AIサービス（例：⼤規模⾔語モデルを⽤いた対話・⽣成サービス） 

• エッジデバイス上で動作する推論 AI 

• 低遅延・⾼帯域通信を前提とする AI アプリケーション 

本ホワイトペーパーでの位置づけ 

• 通信ネットワークに対して要求を与える主体 

• 最適化の対象（⽬的側）にはなるが、通信・計算資源の割当や制御を判断する主体そのものではない 

※ 例えば、⼤規模⾔語モデル（LLM）は、その提供形態によっては本区分に該当し、通信・計算資源を⼤量に
消費する「通信ユーザー」として振る舞う。 

（2）判断主体としての AI 

判断主体としての AI とは、通信ユーザー（⼈または AI）から提⽰された要求を⼊⼒の⼀部として受け取り、ネ
ットワーク状態、計算資源、電⼒制約、運⽤ポリシーなどの複数の条件を総合的に考慮した上で、通信・計算
資源の利⽤や制御⽅針について意思決定を⾏う役割を担う AI を、論理的な判断主体として抽象化した概念で
ある。 

主な判断内容の例 

• 処理を実⾏するレイヤー（エッジ/ネットワーク/クラウド）の選択 

• 制御⽅針・制御対象の選択 

• 精度・遅延・資源消費のトレードオフ判断 

重要な点 

• 本概念は論理的な存在であり、単⼀の物理 AI 実体を意味しない 

• 実装上は、複数の AI機構や制御系に分散して存在し得る 

• しかし、判断の観点では⼀つの主体として振る舞うものとして扱う 

本ホワイトペーパーでの位置づけ 

• 「AI ネイティブ化」によって新たに問題化する判断の位置・判断の根拠・判断主体を議論する際の中
⼼概念 

※ ⼤規模⾔語モデルのような汎⽤ AI も、処理配置を選び、資源配分を決め、ネットワーク制御に関与するよう
な運⽤形態の場合、この判断主体の⼀部として組み込まれる可能性がある。 

（3）制御・実⾏系の AI 
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制御・実⾏系の AI とは、判断主体としての AI が下した判断を、具体的な制御・実⾏としてシステムに反映す
る役割を担う AI機構である。これらは、ネットワーク装置や基盤に近い位置で動作し、個別機能として実装さ
れることが多い。 

具体例 

• ネットワーク装置内に組み込まれた制御 AI 

• クラウド/エッジで動作するリソース制御 AI 

• 管理・運⽤系で判断結果を反映する⾃動化 AI 

• 無線品質予測モデル、経路最適化 AI、リソース割当アルゴリズム 

本ホワイトペーパーでの位置づけ 

• 判断主体としての AI の「⼿⾜」として機能 

• 個別機能としては従来の AI活⽤と連続性を持つ 

• ただし、判断が実⾏時に動的に変化する点で前提が異なる 

表 C-1 役割の観点から分類される三つの AI 

区分 概要 主な具体例 本ホワイトペーパーでの位置づけ 

通信ユーザーとして

の AI 

（ AI as a 

Communication 

User） 

通信ネットワークを利⽤

する側に存在し、アプリ

ケーションやサービスの

⼀部として動作する AI。 

通信・計算資源を消 費

し、性能要求を持つ主

体。 

・ クラウド上で動作する⽣成 AIサー

ビス 

・ エッジデバイスで動作する推論 AI 

・ 低遅延・⾼帯域通信を要求する AI

アプリケーション 

・ 通信ネットワークに対して「要求」

を与える主体 

・ 最適化の対象（⽬的側）にはなる

が、ネットワーク制御の判断主体そ

のものではない 

判断主体としての AI 

（AI as a Decision-

Making Entity） 

通信・計算・データ・電

⼒など複数の要素を前提

条件として統合的に考慮

し、ネットワークや実⾏

環境の振る舞いに関わる

判断を⾏う AI を、論理上

の判断主体として抽象化

した概念。 

・ 処理を⾏うレイヤー（エッジ/ネッ

トワーク/クラウド）の選択 

・ 制御⽅針・制御対象の選択 

・ 精度・遅延・資源消費のトレード

オフ判断 

・ 論理的存在であり、単⼀の物理実体

を意味しない 

・ 実装上は複数のAI 機構に分散し得る 

・ 判断の観点では⼀つの主体として振

る舞うものとして扱う 

・ 「AI ネイティブ化」によって問題

化する判断の位置・根拠・主体を議

論する際の中⼼概念 

制御・実⾏系の AI 

（AI for Control and 

Execution） 

判断主体としての AI が下

した判断を、具体的な制

御・実⾏としてシステム

に反映するための AI 機

構。 

・ ネットワーク装置内に組み込まれ

た制御 AI 

・ クラウド/エッジで動作するリソー

ス制御 AI 

・ 管理・運⽤系で判断結果を反映す

る⾃動化 AI 

・ 判断主体としてのAIの「⼿⾜」とし

て機能・個別機能としては従来の AI

活⽤と連続性を持つ 

・ 判断が実⾏時に動的に変化する点で

前提が異なる 

補⾜：実装に関する注意。実際のシステムにおいては、これら三つの AIが、物理・論理的に明確に分離されているとは限らない。 

• 複数の AI 機構に分散して実装される場合 

• ⼀部の役割が統合された形で実装される場合 

• 将来的に単⼀の AI制御系として統合される可能性 

いずれの場合も、本整理は判断構造を理解するための概念的枠組みとして⽤いるものであり、特定の実装形態やアーキテクチャを制約
するものではない。 
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本ホワイトペーパーでは、特に判断主体としての AI が社会基盤の振る舞いに関与することによって、従来は前提
として成⽴していた設計・運⽤・評価の枠組みがどのように揺らぐのかに着⽬して議論を⾏っている。 
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付録D︓AI制御ネットワーク設計において検討が必要となる論点整理 
本整理は、特定の設計⽅式や実装を推奨・規範化することを⽬的とするものではない。AI が判断主体としてネッ
トワーク制御に関与する環境において、設計・検証・運⽤の各段階で⾒落とされやすい論点を、構造上の観点お
よび物理構造の双⽅から可視化するための参考整理である。 

D-1. 構造上の観点から⾒た主要論点 

表 D-1 設計において検討が必要となる主要論点の例（構造的観点からの整理） 

論点カテゴリ 検討すべき観点 なぜ重要か（構造上の要因からくる理由） 

判断主体 
AI がどの判断を担い、どこに⼈・ルー

ルが残るか 

判断主体の境界が曖昧だと、責任分界とフェールセーフ設計が綻

びする 

判断前提 判断に⽤いる⼊⼒情報・制約条件は何か 前提条件が動的に変化すると、再現性・説明性が低下する 

影響範囲 判断結果はどこまで影響を及ぼすか 局所最適が全体不安定を引き起こす可能性がある 

実⾏場所 エッジ/クラウドのどこで実⾏されるか 遅延・資源競合・電⼒制約が判断結果に影響する 

実⾏タイミング 即時か、遅延を許容するか 制御遅延は意図と逆の挙動を引き起こす場合がある 

資源消費 通信・計算・電⼒をどの程度消費するか AI⾃⾝が資源競合の原因となり得る 

フィードバック 
判断結果はどのように再学習・再判断に

反映されるか 
循環構造が不安定性や予期せぬ振る舞いを⽣む 

制限・停⽌ AI制御を制限・停⽌した場合の挙動 フェールセーフ設計が社会実装の前提条件となる 

 

D-2. 物理構造ブロックに対応した具体的な問いの整理 
前節（D-1）では、AI 制御ネットワークの設計・検証・運⽤において検討が必要となる論点を、判断主体や実⾏
条件といった構造的観点から整理した。 

本節では、それらの論点が、エッジ、通信ネットワーク、クラウド/データセンター、電⼒基盤といった物理構造
の各ブロックにおいて、具体的にどのような問いとして顕在化するかを整理する。 

これにより、本ホワイトペーパー本⽂で提⽰した問いが、特定の抽象論にとどまらず、物理構造に即して⼗分に
洗い出されていることを⽰す。 

本整理は、特定の設計⽅式や実装を規範化するものではなく、AI ネイティブ化に伴って⽣じ得る問いの広がりと
網羅性を共有することを⽬的とした参考整理である。 
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表 D-2 物理構造ブロックごとに顕在化する具体的な問いの整理（参考） 

物理構造ブロック 対象範囲 具体的な問い 集約される根源的な問い 

① エッジデバイス

/センサ 

セ ン サ 、 端

末、軽量 AIデ

バイス、エッ

ジ計算 

• 取得されたデータは、どの段階までエッジ側で処

理・判断されるべきか。 

• 即時性が求められる判断と、集約して⾏われる判断

はどのように切り分けられるのか。 

• エッジ側で⾏われた処理や判断は、どの粒度で上位

レイヤーに共有されるべきか。 

判断の⼊⼝はどこに置かれる

のか 

② ネットワーク基

盤 

RAN/ コ ア /ト

ランスポート

/IP/DC間接続 

• ネットワークは単なる通信路として振る舞うのか、

それとも判断や最適化の対象主体となるのか。 

• 複数の AI 制御（通信・計算・電⼒等）が同時に作⽤

する場合、制御の優先関係はどのように決まるの

か。 

• ネットワーク状態の変化は、どのレイヤーにどの頻

度でフィードバックされるべきか。 

通信が判断に関与する境界は

どこか 

③ クラウド/デー

タ セ ン タ ー ： 

計算資源 

CPU/GPU/TP

U/NPU 等 

• 計算資源の割当や再配置は、事前設計で決め打ちで

きるのか、それとも状況に応じて動的に決まるの

か。 

• 処理性能・遅延・消費電⼒といった複数の指標は、

どのように同時に最適化されるのか。 

• 計算資源の選択や移動の判断は、どの単位・周期で

⾏われるべきか。 

計算資源を誰が、いつ、どう

動かすのか 

④ クラウド/デー

タ セ ン タ ー ： 

メモリ 

DRAM/HBM • AI の判断に必要な状態情報（コンテキスト）は、ど

こまで保持される必要があるのか。 

• 実⾏時の状態が分散・移動する場合、判断の⼀貫性

や再現性はどのように担保されるのか。 

• 状態情報は、誰が参照可能であるべきか。 

判断の「その場の前提」はど

こにあるのか 

⑤ クラウド/デー

タ セ ン タ ー ： 

ストレージ 

Program/Mod

el/Data/Log 

• 判断の根拠となるデータや履歴、証跡はどこに保存

されるべきか。 

• 分散配置されたデータの⼀貫性や完全性は、どのよ

うに検証されるのか。 

• 説明責任や事後検証の観点から、どの情報がどの期

間保持されるべきか。 

判断の根拠はどこに残るのか 

⑥ 管理・制御シス

テム 

OSS/BSS、管

理プレーン、

制御プレーン 

• ⼈による運⽤・管理と、AI による⾃律的な判断はど

こで役割分担されるのか。 

• 管理系の指⽰と AI の判断が衝突した場合、どのレイ

ヤーで調停されるのか。 

• ⼈はどの段階まで介⼊可能であるべきか。 

⼈の判断はどこに残るのか 

⑦ 電⼒・エネルギ

ー基盤 

電⼒供給、冷

却、エネルギ

ー制約 

• 電⼒・冷却といった制約条件は、どのレイヤーで AI

の判断に反映されるべきか。 

• エネルギー状況の変動に対し、処理配置や通信はど

こまで⾃律的に再最適化されるのか。 

AIの判断は物理制約をどう織

り込むのか 
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• ICT 側の最適化とエネルギー側の制約はどのように折

り合いをつけるのか。 

⑧ 物理構造全体

（横断） 

全ブロック横

断 

• この分業構造を前提としたまま、AI ネイティブな振

る舞いは成⽴するのか。 

• どの判断がどのレイヤーに属するのかは、事前に定

義できるのか。 

• これらの問いは、単⼀の技術検証で答えを出せるの

か。 

だから相互検証が必要ではな

いか 

 

 以上の整理が⽰すように、AI 制御ネットワークにおける設計・検証・運⽤上の論点は、単⼀の技術領域や単⼀
の物理構造に閉じたものではなく、複数の構造ブロックを横断して同時に顕在化する。 

 そのため、これらの問いに対して⼀意の設計解や単独検証による結論を与えることは難しく、複数主体・複数
レイヤーが同⼀条件下で検証に参加する相互検証の枠組みが不可⽋となる。 

 本付録は、そのような議論と検証を⾏う際の前提となる論点の広がりを共有するための参考整理として位置づ
けられる。
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付録E︓AIネイティブネットワークにおける ELSI論点の構造的位置づけ 

E-1. 付録 Eの位置づけ 

 本ホワイトペーパーは、AI が判断主体として通信ネットワークや社会基盤の制御・運⽤に関与することによっ
て⽣じる構造上の変化に着⽬し、その評価・検証・運⽤・制度設計上の前提がどのように揺らぐのかを整理して
きた。 

 ELSI（Ethical, Legal, and Social Issues）は、AI と社会の関係を論じる上で不可⽋な観点である。⼀⽅で、従来
の ELSI議論は、多くの場合、 

判断主体が明確に特定できること 

判断根拠や責任の所在が固定であること 

技術の挙動が事前に⼗分把握・評価可能であること 

といった前提の上に構築されてきている。 

 本ホワイトペーパーは、これらの前提条件そのものが、AI ネイティブ化によって成⽴しにくくなりつつある点
に問題意識を置くものであり、ELSI の是⾮や倫理原則を直接論じることを⽬的とはしていない。 

 むしろ、ELSI 議論が機能するための前提構造が、技術的にどのように変化しているのかを明らかにすることを
主眼としている。 

 本付録では、本⽂で整理した論点が、ELSI のどの論点と接続しているのかを整理し、ELSI 研究・制度設計との
補完関係を明⽰する。 

 

表 E-1 本ホワイトペーパーにおける構造的論点と ELSI論点の対応整理 

ELSIの主要論点 本⽂で扱っている構造的変化 対応章 

責任の所在 判断主体が⼈・ルール・AIに分散し、実⾏時に移動・切替される 第 2章、第 5章 

説明責任 判断根拠・履歴・状態情報が複数レイヤーに分散 第 2章、第 3章 

安全性・信頼性 判断と実⾏環境の相互作⽤により挙動が歪む 第 3章、第 4章 

公平性・透明性 単⼀ KPI や単独評価では全体挙動を捉えられない 第 3章、第 4章 

ガバナンス 技術・運⽤・制度が循環的に影響し合う構造 第 5章 

社会的合意形成 完成形を定義できず、検証を通じて合意を形成 第 5章 

 

E-2. 従来の ELSI研究との補完関係 

 従来の ELSI研究は、「何が望ましいか」「何を守るべきか」「誰が責任を負うべきか」といった規範上の問い
を中⼼に発展してきた。⼀⽅で、本ホワイトペーパーが扱うのは、「その問いを成⽴させる前提が、技術として
成⽴しているのか」という技術上の問いである。 

 AI が判断主体として関与する環境では、倫理原則や責任規定を事前に定めるだけでは不⼗分となり、 

• 判断がどこで⽣成され 
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• どの条件で実⾏され 

• どの主体がどこまで影響を及ぼしたのか 

を、事後にも検証・共有できる構造が不可⽋となる。 

 本ホワイトペーパーで提起した「相互検証」という考え⽅は、ELSI を後付けの規範として扱うのではなく、
ELSI を運⽤可能にするための実装上の前提を整える枠組みとして位置づけることができる。 

E-3. 付録 Eのまとめ 

 本ホワイトペーパーは、AI ネイティブ化によって ELSI が従来の前提では機能しにくくなる状況を直視し、その
議論が成⽴するための構造条件を可視化することを⽬的としている。 

ELSI 研究・制度設計・技術設計は、本来分断されるべきものではない。本稿が提⽰する構造整理が、ELSI 研究者、
技術者、政策担当者の間で共通理解を形成するための補助線となることを期待する。 
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